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2020年度より全面実施された新学習指導

要領では、「知識・技能」「思考・判断・

表現力」「学びに向かう力・人間性等」の

三つの柱に基づき、全教科において資質・

能力の育成が求められるようになりました。

これに伴い、小学校外国語においても、英

語を用いて思考し活用する力の育成にとど

まらず、将来にわたって必要とされる非認

知能力や主体的に学習へ向かう態度、さら

には人間性の涵養といった、言語力に付随

する要素の育成にも重点が置かれるように

なっています。

昭和女子大学附属昭和小学校では、この

ような教育的要請を踏まえ、児童一人ひと

りの成長に寄り添いながら、共通の五つの

資質・能力(自分づくり・コミュニケーショ

ン・思考力・表現力・持続チャレンジ)を総

合的に育む英語教育の実践に取り組んでい

ます。特に本校は、「聞くこと」「読むこ

と」といった(※3)受容的技能を基盤とし、

それに伴って高まる「話すこと」「書くこ

と」といった産出的技能にも配慮しながら、

英語運用能力を段階的かつ系統的に育成し

ています。

こうした指導の成果や課題を客観的かつ

多面的に把握する手段として、本校は英語

力の「到達度」を測定するテストではなく、

「 熟 達 度 」 に 着 目 し た (※4)TOEFL 

Primary®を導入しました。2018年度には希

望者による受験を開始し、2022年度からは

5・6年生で全員受験を実施、2023年度には

4年生の希望者、2024年度には3・4年生の

希望者へと対象を広げ、段階的に受験機会

を拡充してきました。

本テストは、教師による一方向的な成績

評価の手段としてではなく、児童一人ひと

りの学習過程や成長の軌跡を可視化し、学

びに価値づけを行う「学習評価」として、

年に1度の授業内受験を位置づけています。

得られたデータは、成績表等の公式な評価

には反映させず、児童の個別のニーズに即

した指導改善や支援に活用するとともに、

保護者に対して児童の英語運用能力を客観

的に伝える資料としても活用しています。

本報告では、TOEFL Primary®の導入とそ

の活用の意義を踏まえつつ、2025年7月に

実施した本テストに向けた事前授業の設計

と実施方法をご紹介いたします。とりわけ、

事前授業において使用した設問の選定理由、

児童のふりかえり、さらには「知識・技

能」の定着状況を確認するのみならず、

「思考力」や「学びに向かう力・人間性

等」といった資質・能力の育成を意図した

授業実践の具体について報告し、今後の小

学校英語教育における活用の在り方を提案

します。

1. はじめに～今後の小学校英語教育における活用の在り方を提案～
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(※4)TOEFL Primary®4技能テストの概要

(※3)受容的技能を参考とした考え方ーTOEFL Primary®フロー



近年、評価は単なる成績付けではなく、

児童の学びを支え、深めるための手段とし

て捉え直されています。(※5)国立教育政策

研究所も、「学習評価は、学習の成果を測

定するだけでなく、児童の学習を支援し、

学習の改善や指導の改善につなげていくこ

とを目的とするべきである」と述べ、「指

導と評価の一体化」の重要性を強調してい

ます(国立教育政策研究所, 2020)。本校はこ

の考え方に基づき、TOEFL Primary®を学習

の成果を測るだけでなく、児童の主体的な

学びを支える評価の一環として活用してい

ます。

本テストの導入により、児童は教員によ

る評価に加えて、世界基準に照らした自ら

の熟達度を知る機会を得ることができます。

こうした客観的な指標は、自身の学習状況

を他者と比較するのではなく、自分の成長

を確認するための手がかりとして、次の学

びへとつなげていく原動力となります。

また、TOEFL Primary®には合否判定がな

く、点数の高低によって評価を受けるもの

ではないため、結果をもとに「自分は何が

3.1 事前授業の概要と流れ～５・６年生を

対象に計３回の事前授業を実施～

2025年度におけるTOEFL Primary®の5・

6年生全員受験に先立ち、本校は5・6年生の

各3クラスを対象に、計3回の事前授業を実

施しました。事前授業は各クラス3回に

できているのか」「どこを伸ばしていきた

いか」といった建設的な自己内省を促すこ

とができます。児童自身が自らの課題や強

みに気づき、内省するプロセスは、主体

的・対話的で深い学びを実現する上で極め

て重要であり、自己調整的な学習者として

の姿勢を育むことにもつながります。

さらに、こうした外部評価の結果は、児

童の学びをより的確に支援するための指導

改善に資するだけでなく、保護者に向けて

も、児童の英語力を客観的かつ信頼性のあ

る形で伝える資料となります。本校は、評

価の公平性の観点から、テスト結果を成績

表には含めず、児童の学習と成長を支援す

るための補助的な評価資料として位置づけ

ているということを児童と保護者に伝えて

試験を実施しています。

(※5)国立教育政策研究所. (2020). 「指導と評価の

一体化」のための学習評価に関する参考資料：外

国語・外国語活動

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r02

0326_pri_gaikokg.pdf

渡って行われ、加えて、テストの解答用紙

の事前記入と(※2,6,7)MEXCBT(メクビッ

ト)の導入に関する説明を目的としたオリエ

ンテーションを最終回として1回設け、合計

4回の構成としました。
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２. TOEFL Primary®活用の意義

～世界基準に照らした自らの熟達度を知る機会～

３.事前授業の取り組みまでの準備

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_gaikokg.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_gaikokg.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_gaikokg.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_gaikokg.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_gaikokg.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_gaikokg.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_gaikokg.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_gaikokg.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_gaikokg.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_gaikokg.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_gaikokg.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_gaikokg.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_gaikokg.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_gaikokg.pdf
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(※6)(『令和5年度「英語教育実施状況調査」の結果を踏まえた生徒の英語力向上にむけた取組の推進等について(通知)』P5より)



6

(※7)(『令和5年度「英語教育実施状況調査」の結果を踏まえた生徒の英語力向上にむけた取組の推進等について(通知)』P6より)



メモ欄付きの専用回答用紙を配付しました。

自分の学びを可視化し、安心して本番に臨め

るようにするためのサポートのひとつです。

さらに、MEXCBTに掲載されたCEFR A1

未満からA2レベルまでの「聞くこと」「読

む こ と 」 の コ ン ピ ュ ー タ ベ ー ス テ ス ト

(CBT)問題を、自宅学習用教材として活用

できるようにしました。これにより、児童

は家庭でもCBT形式で問題に慣れることが

出来たり、授業で扱わなかったレベルの問

題を自主的に選んで学習したりすることが

できるようにしました。これによって、事

前授業で払拭しきれなかった不安を軽減し

ながら、テストに対する心構えを整えるこ

とが可能となります。

以 上 の よ う に 、 事 前 授 業 を TOEFL  

Primary®とその結果に対する児童の構えを

前向きなものとし、自律的な学びへとつな

げていくための重要なステップとして位置

づけました。
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事前授業3回は、普段の英語指導者ではな

く、TOEFL Primary®の導入・実施を担当す

る立場として、筆者が全クラスを横断的に

指導しました。これは、児童にとって非日

常的なテストに対する心理的なハードルを

下げるとともに、普段の学習単元との差別

化を図る狙いも含まれています。

3.2 事前授業のねらい～目的や意義を理解

し、前向きな気持ちで受験、単なるイベ

ントにしない為～

事前授業のねらいは、TOEFL Primary®を

ただのテストと捉えるのではなく、その目

的や意義を理解し、前向きな気持ちで受験

に臨めるようにすることです。特に、実際

に問題に取り組む体験を通して、「英語で

できること」や「自分の苦手な問題」に気

づき、自分の今の学びの状態を確かめられ

るようにすることを大切にしました。

また、Step 1とStep 2のテストレベルの

違い(3ページ参照)については、説明を通し

て理解させるのではなく、児童自身がStep 

1の各セクションのそれぞれの問題に触れて

みたうえで、「自分には簡単だったか、難

しかったかを基準にして」どちらのレベル

を受験するか納得して選べるようにするこ

とを意図しました。

授業では、ピアラーニングの方法も一部

取り入れ、個人で問題の内容や解き方を考

えたり、ペアやグループで話し合ったりす

る時間を設けました。友達の考えに触れる

ことで、自分が気づかなかった問題の解き方

や解答に至るまでの視点を知り、新たな気づ

きや理解につながるよう工夫しました。そし

て、テスト直前にもう一度振り返りができる

ように、授業中の気づきを書き留めておける

このパートの問題にはどのような特徴が見られま
すか？ 何に気を付ければ良いと思いますか？
他に気付いたことはありましたか？
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4.1 授業1回目「TOEFL Primary® Testっ

て何だろう？」(45分)

4.1.1 授業構成

【目標】「デモテストに挑戦して、自分が

わかる！できる！と感じる問題のレベルを

見つけよう。」

【評価規準(3観点対応)】

・Listening・Readingの例題に取り組む中

で、英語の音声や語句・文の理解度を把

握する。(知識・技能)

・問題への取り組み方や解答理由の共有か

ら、思考のプロセスや表現力を捉える。

(思考・判断・表現)

・活動中や振り返りから、自分の課題を見

つけようとする。(学びに向かう力・人

間性等)

4.1.2 使用問題とその選定理由

事前授業の初回である本授業で使用する

TOEFL Primary®の問題は、以下の観点に基

づいて慎重に選定しました。

①各Partから満遍なく問題を抽出

『はじめてのTOEFL Primary®テスト問題

集 Step1』(くもん出版, 2015)のListening

およびReadingの各Part からバランスよく

問題を取り上げ、児童が幅広い問題形式や

内容に触れられるようにしました。これに

より、テスト全体の構成や出題傾向を体感

的に理解することができます。

各パートの設問の種類と一般的な例題(解

説付)は9～12ページをご参照ください。

4. 事前授業と使用問題について

■ 指導の流れ(授業手順)

1.Greeting／導入(5分)
・あいさつ
・テスト日程と準備授業4回の説明
・英語のテストの種類と目的を紹介(英検®

とTOEFL®の違いなど)

2.目標の共有(5分)
「デモテストに挑戦して、できる！と感じ
 る問題のレベルを見つけよう」

3.【Listening体験】(5分)
・『TOEFL Primary®テスト問題集 Step1』
Listening Test1より8問

4.【Listening答え合わせと解説】(10分)
・正答の確認・内容語の確認
・正答理由の共有・間違えた要因の考察

5.【Reading体験】(5分)
・『TOEFL Primary®テスト問題集 Step1』
Reading Test1より8問

6.【Reading解説】(10分)
・内容語の確認
・正答理由の共有・間違えた要因の考察

7.【振り返りシート】(3分)
・Google Formでの記入
・学習感想・できたことの記録

8.【感想共有・まとめ】(2分)
・次回の授業の予告
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『はじめてのTOEFL Primaryテスト問題集 Step1』(くもん出版 2015)よりListeningセクション各Partの設問例
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『はじめてのTOEFL Primaryテスト問題集 Step1』(くもん出版 2015)よりListeningセクション各Partの設問例
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『はじめてのTOEFL Primaryテスト問題集 Step1』(くもん出版 2015)よりReading セクション各Partの設問例
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『はじめてのTOEFL Primaryテスト問題集 Step1』(くもん出版 2015)よりReading セクション各Partの設問例
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②全国の小学校の授業でも扱われる語彙や

表現を優先

問題に含まれる語彙・表現には、日常的

な授業や活動の中で児童がすでに出会って

いるもの(例：天気、学校生活の指示語句、

身近な名詞など)を含むものを多く選びまし

た。これにより、児童が既習内容と結びつ

けて自信をもって取り組むことができ、初

回のテスト体験として前向きな印象を持た

せることができます。

③『Let’s Try!』や検定教科書に関連する単

元からの出題

使用した問題の多くは、学習指導要領に

基づいた中学年の共通教材『Let’s Try!』や

検定教科書に含まれる内容と関連していま

す。例えば、「文房具」「天気」「命令

文」などは、Let’s Try! 2 の各ユニットで頻

繁に扱われている語彙であり、児童にとっ

て親しみやすいトピックです。また、検定

教科書も本校で使用しているものだけでな

く、全出版社の単元を確認し、どの教科書

でも触れられている内容を抽出しました。

④児童の日常生活・学校生活に即した内容

を重視

「教室での指示(例：Open your books.)」

「身の回りの物(例：文房具)」「家庭やが

学校での活動(例：手伝い・掃除)」など、

児童にとって身近で具体的な場面を想起し

やすい問題を優先して選定しました。これ

により、児童が「英語でできること」を実

感しやすくなり、自分ごととしてテストを

捉えるきっかけとなります。

なお、初回となる第1回は、あくまで児童

に正解させ、自信をつけさせることを目的

として問題を抽出しました。そのため、過

度に難しい問題は避け、本時の目標にも掲

げた通り「わかった！」「できた！」とい

う成功体験を通じて、今後の学びへの意欲

を育む構成としました。

4.2 授業2回目「Listening特化」(45分)

4.2.1 授業構成

【目標】「テストに向けて、英語の指示を

楽しんで聞き、あきらめずに解くための方

法を見つけよう。」

【評価規準(3観点対応)】

・短い英語のやりとりを聞いて、内容を正

しく理解できる。(知識・技能)

・リスニングの理解度に応じて、自分に

合った課題やテストを選ぶことができる。

(思考・判断・表現)

・自分にとっての課題を自覚し、聞き方や

戦略を考えようとする。(主体的に学習に

取り組む態度)

（令和6年度版）

出版社名 教科書名 対応学年

東京書籍
NEW HORIZON

Elementary
5年・6年

開隆堂出版 Junior Sunshine 5年・6年

三省堂 CROWN Jr. 5年・6年

教育出版 One World Smiles 5年・6年

光村図書出版 Here We Go！ 5年・6年

啓林館 Blue Sky 5年・6年

■小学校外国語　検定教科書を発行している全出版社



「学校生活」に関するものを中心に選定し、

「掃除」「食事」「スポーツ」など、児童

が経験している場面とつながる内容を重視

しました。これにより、英語が“自分ごと”

として捉えられるようになり、学習の動機

付けを高める効果が期待されます。

【第2回で新たに追加・重視したポイント】

⑤ Part 2の絵を使った問題をウォームアッ

プに活用
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4.2.2 使用問題とその選定理由

【第1回の選定方針と共通するポイント】

① 各Partからのバランスの取れた出題

ListeningのPart 2～5までから満遍なく問

題を抽出し、児童が幅広い形式・内容に触

れられるよう配慮しました。これにより、

テスト全体の構成や出題傾向を体感的に再

度確認することができ、英語テストに対す

る抵抗感の軽減を図ることを目的としまし

た。

② 全国の小学校で扱われる語彙・表現を優

先

「命令文(Turn off the TV.)」「疑問文(Can 

I ～?)」など、教室内外で日常的に耳にする

表現が多く含まれた問題を選びました。児

童にとって既習の語彙が含まれることで、

テストが「わかる」「できる」という自信

を保ったまま、次のレベルへもチャレンジ

精神を発揮できるよう意図しました。

③ 『Let’s Try!』や検定教科書に関連する単

元からの出題

 『Let’s Try! 2』の Unit4 This is my day. や

Unit5 He can run fast.、検定教科書で扱わ

れる内容と関連の深い問題を選定しました。

これにより、聞こえてくる英文が少し長い

と感じるものであっても、諦めずに聞き続

けていれば、既習の単語や表現が出てきて、

日頃の授業との接続を意識しながら取り組

めるようになります。

④ 児童にとって身近な生活・学校生活が題材

問 題 の ジ ャ ン ル と し て 「 日 常 生 活 」

■ 指導の流れ(授業手順)

1.Greeting／導入(5分)
・あいさつ
・前回の授業を思い出すためのペア・グ
ループトーク

2.目標の共有(5分)
「英語の指示を楽しんで聞き、あきらめず
  に解く方法を見つけよう！」
・マークシート配布(メモ欄付き)

3.【Listening体験】Warm-up Part 2より
(5分)
『TOEFL Primary®テスト問題集 Step1』
Listening Test2より
・絵から選ぶ形式の問題(3問)
・答え合わせと気づきの共有

4.【Listening体験】Part 3～5の(15分)
・問題に一気に取り組む(9問)
・正誤確認と間違えた要因の分析

5.【Listening解説・見方・考え方の共有】
(感想共有)(10分)
・ワークシートへのメモ
・「どんな問題が出たか」「どうすれば解
けるか」などをペアトーク・全体で共有

6.【振り返りシート】(3分)
・Google Formでの記入
・学習感想・できたことの記録

8.【感想共有・まとめ】(2分)
・次回の授業の予告
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第1回の児童の振り返り結果から、Part 1

やPart 2の「絵を見て単語を選ぶ」形式は

「できた！」と感じる児童が多かったため、

第2回ではPart 2をウォームアップとして活

用しました。安心感を与えつつ、自然に学

習モードに入れる導入となるようにしまし

た。

⑥ Part 3以降を学習の中心に設定

第1回の児童の振り返り結果では、Part 3

以降の難易度が高く感じられる児童が多

かったことから、今回はその部分を「本時

の学習ポイント」と位置づけ、聞き取り内

容や設問形式への理解を深める活動を展開

しました。これにより、挑戦的な問題にも

前向きに取り組む姿勢の育成をねらいまし

た。

⑦ 英語力に応じた差を認めながら、多様な

児童に対応

英語力の高い児童にとっても満足感のあ

る活動となるよう、チャレンジ性の高い

Part 5までを含めました。一方で、多量の

英語を聞き続けることに不安を抱える児童

も、Part 5の問題に触れておくことで「英

語を聞き続ける力(耐性)」を育てることを

目的とし、テストへの心理的ハードルを下

げる配慮もしました。

4.3 授業3回目「Reading特化」(45分)

4.3.1 授業構成

【目標】「テストに向けて、単語や短い英

語の文を楽しんで読み、あきらめずに解く

ための方法を考えよう！」

【評価規準(3観点対応)】

・単語や短い英文を読んで、内容を正しく

理解できる。(知識・技能)

・リーディングの理解度に応じて、自分に

合った課題やテストを選ぶことができる。

(思考・判断・表現)

・自分にとっての課題を自覚し、読み方や

戦略を考えようとする。(主体的に学習に

取り組む態度)

4.3.2 使用問題とその選定理由

【第1回・第2回の選定方針と共通するポイ

ント】

① 各Partからのバランスの取れた出題

ReadingセクションのPart 1～3までから

バランスよく問題を抽出しました。(Part 1

：5問、Part 2：5問、Part 3：6問)。児童が

様 々 な 出 題 形 式 を 再 確 認 す る こ と で 、

TOEFL Primary®の出題傾向やテスト構成の

理解を自然に深められるようにするためで

す。

② 小学校の授業で扱われる語彙や表現を優

先

選定された問題には、「天気」「教室内

の物の位置(前置詞)」「スポーツ」「交通

手段」など、児童がこれまでの授業で目に

したり聞いたりしてきた表現が多数含まれ

ています。たとえば “write,” “read,” “ride a 

bike,” “next to” など、普段の教室英語で親

しみのある語彙に重点が置かれており、自

信をもって取り組めるように設計されてい

る点を活かしました。

③ 『Let’s Try!』や検定教科書との関連性を

重視

特に Unit4 学校の中を探検しよう、Unit



Part 3にチャレンジする、②Part 1～2の別

の問題に再チャレンジする、のいずれかを

自分で選択できる構成にし、Part 1～2の問

題を追加で選定しました。これにより、英

語力に応じた選択を通して、読解力ととも

に判断力や学習への姿勢も育成することを

意図しました。

■ 指導の流れ(授業手順)

1.Greeting／導入(5分)
・あいさつ
・前回の授業を思い出すためのペア・
グループトーク

2.目標の共有(5分)
「単語や短い英語の文を楽しんで読み、あ
きらめずに解くための方法を考えよう！」
・マークシート配布(メモ欄付き)

3.【Reading体験 】Warm-up Part 1より
(5分)
『TOEFL Primary®テスト問題集 Step1』
Reading Test2より
・絵を見て英語を読み取る問題(5問)
・答え合わせと気づきの共有

4.【Reading体験】 Part 2・3の(15分)
・問題に一気に取り組む(11問)
・正誤確認と間違えた要因の分析
＊5年生のみ問題の一部を変更

5.【Reading解説・見方・考え方の共有】
(感想共有)(10分)
・ワークシートへのメモ
・「どんな問題が出たか」「どうすれば解
けるか」などをペアトーク・全体で共有

6.【振り返りシート】(3分)
・Google Formでの記入
・学習感想・できたことの記録

8.【感想共有・まとめ】(2分)
・次回の授業の予告
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3 Can you play dodgeball? 、 Unit3 My 

weekend などは、『Let’s Try!』や検定教

科書などを通して児童が親しんでいるテー

マであり、テスト問題との接続が自然に図

れる構成となっています。しかし、 Part 3

には小学校学習指導要領の範囲を超えるよ

うな長文も含まれており、初見でそのまま

内容を読み取ることが難しい問題もありま

す。ただし、同じ単語や情報を文中から見

つけ出すことができれば正解にたどり着け

るよう設計されている問題もあり、児童に

は「文字の量」に圧倒されず、情報を得よ

うとする姿勢や耐性を育てるねらいも含ま

れています。このように、既習内容に関連

した語彙を手がかりに、「できた！」とい

う達成感を得ながら、より高度な読解への

足がかりを築けるようにと考えました。

④ 身近な生活・学校生活を題材にした出題

ジャンルの多くが「日常生活」や「学校

生活」に関係しており、「文房具の位置を

表す表現」「天気」「掃除」「読書」など、

児童が日々の生活で実際に経験している場

面を英語で捉える力を伸ばせるように選定

しました。

【第3回で追加・重視したポイント】

⑤ 自己選択式の課題設計による「主体的な

学び」の促進

今 回 、 5 ・ 6 年 生 の 全 員 が T O E F L 

Primary®テストを受験するにあたり、特に

本校の5年生については、段階的に取り組ん

でいるカリキュラムをもとにすると、Part 

3の難易度が高くなる可能性があると想定さ

れました。そこで、5年生は児童自身が①
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5.1 授業1回目の振り返り

5.1.1 Listening 

「簡単だったこと」については、5・6年

生ともに共通してPart 1・2の「絵を選ぶ」

を選んだ児童が多く、特に5年生では約79%、

6年生では約89%と非常に高い割合を示しま

した。一方、学年による差が見られたのは、

Part ３の「最も自然な対話を選ぶ」 と Part 

4の「2人の会話に関する質問に答える」の

項目です。これらの設問は6年生の方が「簡

単だった」と感じた割合が高く、より複雑

な会話内容にも対応できる力が育っている

ことがうかがえました。

また、「難しかったこと」については、

Part 3の「最も自然な対話を選ぶ」やPart 4

の「２人の会話に関する質問に答える」に

ついて、5年生の方が難しいと感じた割合が

高く、学年による英語の聞き取り力や会話

理解力の差が反映された結果となっていま

した。また、両学年共通してPart 5の「電

話のメッセージ」が難しいと感じられてお

り、これは聞き取りの長さや情報量の多さ

に起因する可能性があります。この結果を

もとに、授業2回目「Listening特化」の問

題を選定しました。(4.2.2 使用問題とその

選定理由参照)

5.1.2 Reading

「簡単だったこと」については、5・6年

生ともに「簡単だったことはなかった」と

回答した児童が一定数おり、設問の難易度

がすべての児童にとって必ずしも易しいも

のではなかったことがうかがえます。これ

は、先述の通り、Readingの設問が小学校

学習指導要領の範囲を超える範疇であった

ことからすれば、納得できる結果と言えま

す。

一方で、Part 1「絵を見て単語を選ぶ」、

Part 2「文章を読んで単語を選ぶ」、Part 3

「表から読み取る」のいずれの設問におい

ても、6年生の方が「簡単だった」と感じた

割合が高く、とりわけPart 3では5年生が約

40%だったのに対し、6年生は70%以上が簡

単と回答しています。これは、6年生の読解

力や視覚情報の処理能力がより育っている

ことを反映していると考えられます。

「難しかったこと」では、5・6年生とも

にPart 1「絵を見て単語を選ぶ」を難しい

と感じた児童は少なく、基本的な語彙理解

に関しては両学年で安定していることがう

かがえます。一方、Part 3「表の読み取

り」では、5年生の方が「難しかった」と感

じる傾向が顕著に見られました。また、

「難しかったことはなかった」と回答する

児童は6年生の方が多く、5年生の時の1年間

と6年生の5年生の時の1年間と6年生の年度

当初からの学習によって、6年生がReading

全体をより自信をもって取り組んでいたこ

とが分かります。

このように、Readingの設問においては、

学年が上がるにつれて情報処理や読解の負

荷に対する耐性が強まり、「簡単」「難し

い」の感覚に明確な差が現れていることが

読み取れます。これは、日頃の学習経験の

蓄積や語彙量・構文理解力の向上が反映さ

れた結果といえます。この結果をもとに、

授業3回目「Reading特化」の問題を選定し

ました。(4.3.2 使用問題とその選定理由参照)

5. 児童の振り返り(Google Form)の分析結果
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5.1.3 自由記述から見られたこと

5年生の回答には、「初めて」「全体的に難

しかった」といった表現が多く見られ、テ

スト形式や内容への戸惑い、漠然とした困

難さがうかがえました。これは、TOEFL®

形式の問題にまだ十分に慣れていないこと

や、英語でのListening・Readingに対する

不安感が背景にあると考えられます。従っ

て、その不安感を徐々に取り除くというこ

とに、事前授業を行うことの価値があると

考えました。

一方、6年生の記述には、Listeningと

Readingのどちらが得意か、どの力を伸ば

したいかといった具体的な自己分析や学習

目標が表れており、自分の学びに対して主

体的に取り組む姿勢が見られました。英語

学習の経験が積み重なっていることで、普

段の授業の中で育まれていると推察される、

自信や展望が見えました。

6年生の具体的な回答例：

・「Listeningは全問正解できたから

Readingの勉強に集中したい」

・「練習問題は意外と簡単でした。でも満

点は取れなかったので次は頑張ります」

このように、学年が上がるにつれて自分

の得意・不得意を把握し、次回の目標を立

てる力が育っている様子が読み取れます。

一方で、共通して「聞く・読む」の挑戦を

通じて「がんばる姿勢」を示している点は、

どちらの学年にも見られる大きな成果であ

り、英語学習に対する前向きな姿勢が根付

いていることがうかがえました。

5.2 授業2回目の振り返り

4.2.2 使用問題とその選定理由でも示した

通り、第2回の授業においては、第1回の

振り返りを参考にPart 1を除くPart 2～５の

問題を重点的に選定したため、振り返りで

は5・6年生ともに「普通」と感じた児童が

最多となり、Listeningの難易度に対する認

識に共通点が見られました。一方で、「難

しかった」と回答した割合は5年生が第1回

から大きく増加(+18.2ポイント)しており、

難しさを強く感じている様子がうかがえま

す。

6年生はやや増加にとどまり、選定した問

題の妥当性と、全体的に児童のListeningに

対する対応力が高まっていることが示唆さ

れました。両学年の自由記述には「前より

聞こえた」「単語がわかるようになった」

などの前向きなコメントが多く見られまし

た。

また、第2回から追加された「前回よりで

きるようになったか」という設問に対して

は、5・6年生ともに50％以上が「できるよ

うになった」と実感しており、自身の成長

を肯定的に捉える傾向が見られました。特

に5年生では「とてもできるようになった」

と回答した児童が13%以上おり、取り組み

を通じて自信を深めていることがうかがえ

ます。

さらに、児童の自由記述からは、「がん

ばって聞き取れるようになった」「次は

Readingをがんばりたい」など、やる気や

次への意欲が多く記されており、挑戦を継

続する力が育ちつつあることが明確に表れ

ています。「最後まであきらめずにでき

た」「集中して聞いた」といった努力の実

感や、「聞き取りのコツがわかった」とい

う学びの言語化が見られ、学びに向かう姿

勢が着実に育まれている様子がうかがえま

した。
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5.3 授業3回目の振り返り

第3回の振り返りでは、5・6年生ともに

「普通」と感じた児童が最多であり、難易

度に対する共通した印象が見られました。

選定した問題のレベルが適切であったと考

えられます。Part 3では、「難しかった」

と答えた割合は6年生の方が高く(6年生：

47.0%、5年生：32.1%)なりましたが、これ

は、授業の後半で、読みに自信を持ってい

る6年生の児童向けにPart 3を配布し、5年

生は授業の中での読みの経験が少ないこと

から、自己選択式の課題設計をしたことに

よると考えられます。6年生の自由記述から

は、「知らない単語があっても文の流れで

意味を考えた」や「もっと早く読めるよう

にしたい」といった、読み方への工夫や意

欲が見られ、長文であっても諦めず文の意

味を深く捉えようとする6年生ならではの学

習姿勢がうかがえました。

第1回Readingとの比較では、特に5年生

において「読める単語が増えた」「意味が

なんとなくわかった」といったコメントが

増えており、3回の学習の中でも読解力の伸

びを感じた児童の存在が確認できました。

また、6年生は以前よりも難しさを感じた

児童が増えているものの、これはPart 3を

実施したことで、語彙や構文理解に加え、

時間配分や情報整理など、読みの質への意

識が高まっている証とも捉えられます。

全体として、Readingに対する児童の姿

勢はより主体的かつ粘り強くなっており、

「文のしくみを理解した」「あきらめずに

最後まで読んだ」といった回答も多く見ら

れました。テストに向けた振り返りを通じ

て、児童たちの読む力だけでなく、自己調

整力や学習意欲が育っていることが明確に

表れた結果となりました。

5.4 成長の分析(縦断的視点)

第1回から3回までの授業とその振り返り

を通じて、児童の自由記述には「聞けた」

「読めた」「自信がついた」といったポジ

ティブな感情表現が徐々に増え、とくに6年

生では一貫して20％以上の記述に肯定的な

表現が見られました。一方、5年生では第2

回に一時的な落ち込みが見られたものの、

第3回で自己選択式の課題設計を取り入れた

ことでやや回復し、「前より読めた」「意

味がつかめた」などの成長を実感する言葉

が増えました。これは指導者が児童の振り

返りを参考に指導の流れを調整したことに

よって、得られた結果であると捉えられま

す。

また、心理面においても、当初は「難し

かった」「たいへんだった」といった戸惑

いや不安を表す記述が中心でしたが、回を

追うごとに「集中したい」「全部読めるよ

うになりたい」などの次への前向きな目標

を含む記述が増えており、自己調整力や学

習意欲の高まりがうかがえます。

このように、ポジティブ表現の割合が着

実に上昇し、「できなかった」から「少し

できた」「やってみたい」へと、児童の心

理的成長が進んでいることが明らかになり

ました。これは、3回の事前授業で問題に触

れ、問題を間違えた際の分析や解き方につ

いてのピアラーニングを行った成果と言え

るでしょう。今後、テスト結果を手にして

からの学習活動においても、こうした内面

の変化を捉えた支援が重要になると考えら

れます。
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6.1 TOEFL Primary®活用のポイント

TOEFL Primary® は点数による序列化を

目的とせず、児童一人ひとりの 「熟達度」

を客観的に捉える手段として位置づけるこ

とで、学習過程そのものに光を当てる評価

へと転換することができると考えています。

結果は絶対評価の材料ではなく、授業内の

パフォーマンスやポートフォリオと突き合

わせながら、「どの技能が伸びつつあるか

／次に何を学ぶべきか」 を児童・教師双方

が確認するためのフィードバックに用いる

ことが可能です。こうしたプロセス評価を

通じて、児童は 自己の英語力をメタ認知し、

学習目標を自律的に設定できるようになる

ことを目指しています。実際、今回の事前

学習を通した振り返りでは、「聞けた」

「読めた」「自信がついた」など、目標を

を達成していく姿が見られました。

6.2 MEXCBT(メクビット)の今後への期待

と展望

今回の事前学習では、児童の実態に合わ

せて教師が問題を選定して授業を進めてき

ましたが、これらを MEXCBT(Computer 

Based Testing) の環境で実施すれば、自分

のレベルに合わせて問題を自分で選んで学

習が可能になること、またTOEFL Primary® 

のスコアと「実際のアウトプット」を同一

プラットフォーム上で照合し、パフォーマ

ンステストとしての信頼性を高めることが

できます。そこで、本校でもMEXCBTを児

童の端末で学習できるように準備を進めて

き ま し た 。 し か し 、 私 立 の 学 校 法 人 で

MEXCBTを使用する場合は、公立校とは

異なり、教育委員会による管理・支援がな

いため、学校法人および校内での主体的な

(※8)手続き・準備が必要でした。一例を挙

げると、学校法人本部レベルで行うべき手

続き・準備として、利用申請・登録、管理

責任者の設置、個人情報・セキュリティ対

策など、学校(校務・現場)レベルで行うべ

き手続き・準備として、端末環境の確認、

児童へのアカウントの配布、MEXCBTへの

アクセス方法の説明など多岐に渡ります。

授業者が事前授業の準備をしつつ、児童が

MEXCBTを使用できるように至るまでのス

テップが難解で、有用なものがあるにも関

わらず、児童がそれを活用するまでに多く

の課題が山積されていることが課題である

と考えられます。

将来的には、児童が主体的にMEXCBTを

使って学習を進められることを期待したい

で す し 、 文 部 科 学 省 も そ れ を 狙 っ て

MEXCBTの整備を行ったものと理解してい

ます。今後は、特に中学校・高校での英語

学習と連携させ、「できるようになったこ

と」を可視化し、学習者自身が年間を通し

て学習を進められるよう、活用の仕組みも

検討する必要性を感じています。

6. 活用のポイントと今後への期待と展望
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(※8)(『令和5年度「英語教育実施状況調査」の結果を踏まえた生徒の英語力向上にむけた取組の推進等について(通知)』P7より)
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本校は、TOEFL Primary® を単なるテス

トとしてではなく、児童の学習や教師の授

業に「意味づけ・価値づけ」を行う評価手

段として位置づけています。児童の英語力

をランク付けしたり成績をつけたりするた

めではなく、学びの成果を客観的に捉える

ツールとして、また児童自身が次のステッ

プを的確に理解するための手がかりとして

活用しています。加えて、保護者に向けて

も、児童の英語力や学習の到達度を客観的

に示す資料として提供しており、家庭との

連携を深めるうえでも有効な手段となって

います。

7. おわりに～目的意識を育み、未来へ向けた英語学習へ～

今回の取り組みを共有することが、「英

語ができる・できない」といった枠にとら

われず、児童一人ひとりが「なぜ英語を

学ぶのか」「英語を使って将来何をしたい

のか」といった目的意識を育み、未来へ向

けた英語学習へとつながることを願ってい

ます。そして、TOEFL Primary® の活用が

全国の学校現場に広がり、先生方の創意工

夫のもと、日本の子どもたちの英語力の向

上を客観的に示す一つの証として位置づけ

られていくことを期待しています。
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MEXCBT(メクビット)が利用できない環境の団体様へ

非売品模擬テスト３回分の無料提供サービスについてのご案内

MEXCBTをご利用いただけない環境の団体様に、以下の無料サービスご提供のご案内です。

株式会社ダンケゼアでは、TOEFL Primary®およびTOEFL Junior®を団体で実施しているすべて

の団体様に対し、非売品の模擬テスト問題集（全3回分）を、指導案や活用方法付きでデータに

て無償提供しています。

特に、小学生・中学生向けの「TOEFL Primary® Step1」模擬テストには、CEFR A1未満およ

び、A1レベルの問題が各回に含まれており小学校における英語学習にも非常に有用です。なお、

この模擬テストは、市町村教育委員会との契約を通じて、地域（市町村）や義務教育学校、国立

の小中学校などでの導入実績もある、信頼性の高い無料サービスです。

詳細は、25と26ページをご参照ください。また、下記、株式会社ダンケゼア公式ホームペー

ジ）よりご確認・お問い合わせください。

株式会社ダンケゼア (https://www.danke-ja.com/)

上記バナーをクリックしてください。

ダンケゼアからのお知らせ

https://www.danke-ja.com/
https://www.danke-ja.com/
https://www.danke-ja.com/
https://www.danke-ja.com/
https://www.danke-ja.com/
https://www.danke-ja.com/
https://www.danke-ja.com/
https://www.danke-ja.com/
https://www.danke-ja.com/
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TOEFL Primary® / TOEFL Junior®
についての最新レポート
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